
（区分）　国補　・　県単　

④特記事項（関連事業概要等）

百万円 900 百万円 1,560

①事業目的及び効果 ⑤これまでの評価状況

　
・ 危険度(落石等)：要監視箇所あり
・ 損傷度等(落石等)：通行止め実績　５回＞２回以上　※
・ 緊急輸送道路の指定：有　※
・ 自動車交通量：1042台/12h＜3314台/12h以上(平日)　※

※評価基準値
　□副次目標 〇市町村中心地・大規模拠点施設へのアクセス向上

□副次効果 〇アクセス機能の維持

②事業概要
道路改良　L=650m　W=5.5（7.0）m

③全体計画

事業費 百万円 61 百万円

事業費 百万円 20 百万円 1435 百万円
※現計画欄は計画値、変更計画欄は前年度までは実績値、当年度以降は計画値を記入。

○災害に強い道路の確保

調査設計
用地補償

用地補償
水文調査

用地補償・水文調査
道路改良・橋梁工
道路台帳整備

変
更
計
画

工事
内容

105

（2）事業位置図等

道路改良
道路台帳整備

調査設計
用地補償
道路改良
橋梁工

839

令和3年度まで
令和4年度

令和５年度以降
（評価実施年度）

工事
内容

現
計
画

本路線は、上野原市棡原から北都留郡丹波山村に至る全長約２９ｋｍの主要地方
道である。当該区間は、幅員が狭小で道路線形も悪く、交通の隘路となってお
り、未改良区間の解消を図る必要がある。また、本路線は、緊急輸送道路に指定
されている地域住民の生活道路であるため、災害に強い道路の確保や市町村中心
地へのアクセス向上に資する道路改良を整備するものである。

□主要目標

事業主体 山梨県

計画期間
当初計画 現計画 変更計画

H25～H30 H25～R4 H25～R13

（主）上野原丹波山線(飯尾バイパス)

【整備中】道路改良　L=140m　W=5.5（7.0）m　H26～R5、事業費　C=2.4億円

令和４年度　公共事業再評価調書
１．事業説明シート

事業名 道路事業［緊急道路整備改築事業（国補）］ 事業箇所 上野原市西原 地区名

なし

総事業費 900 百万円
（１）事業の概要

【既整備】道路改良　L=660m　W=5.5（7.0）m　H15～H25、事業費　C=10.5億円

道路改良 Ｌ＝６６０ｍ Ｗ＝５．５（７．０）ｍ

道路改良

Ｌ＝６５０ｍ Ｗ＝５．５（７．０）ｍ

N

至 上野原市

至 丹波山村

0m 1000m 2000m

道路改良

Ｌ＝１４０ｍ Ｗ＝５．５（７．０）ｍ

凡 例

今回事業評価箇所

整備中箇所

既整備箇所



２.評価シート（１）
（１）事業を巡る社会経済情勢等の変化 （２）評価時点の費用対効果分析

　（今回の再評価で変更がある場合、変更事項を説明するために必要な内容）

①地域・住民の意向状況

900 百万円 1560 百万円

百万円 1290 百万円

百万円 1239 百万円

②産業・経済情勢 百万円 51 百万円

なし 百万円 百万円

百万円 1368 百万円

百万円 999 百万円

百万円 100 百万円

百万円 15 百万円

③国等の方針 百万円 254 百万円

なし 1.1

費用便益分析マニュアルにより算出　採択基準値1.0以上

※その他は、通行規制解消便益、救急救命率向上便益、観光客増加便益

　（　）は着手時点の追加便益を見込んだ場合

④上位計画・関連事業計画等

⑤自然環境条件等

なし

⑥その他

なし

変更計画時点

H25～R13

45

789

(219)

1.2 (1.5)

R4

着手時点

交通事故減少

走行時間短縮

維持管理費

走行経費減少

　一部の地権者より事業の理解が得られず、地元調整に不測の日数を要したこ
とにより計画期間を４年延長し、令和４年度までとした。

（３）これまでの計画変更等の概要

941

14

5

960 (1179)

項　　目

総事業費

「山梨県総合計画」（令和３年７月改訂）
「山梨県強靱化計画」（令和２年３月改定）
「山梨県社会資本整備重点計画-第四次-」（令和３年３月改定）
「道路の整備に関するプログラム」（令和３年３月改定）

上野原丹波山線道路整備推進連絡協議会や地元から早期整備の要望を受けてい
る。

工　　期

経
済
効
率
性

評価基準年

 費用

その他(　　　

 便益

建設費

Ｂ／Ｃ

その他※

H25～H30

H25

744



評価シート（２）
（５）環境負荷等への配慮

①進捗率 なし

別表のとおり。

Ｒ4年度進捗率（現計画）100％→（実績）13.9％→（変更計画）8.0％

②進捗率実績が計画と相違している理由

（６）コスト縮減の可能性

なし

③総事業費の変更内容

（７）代替案立案の可能性

なし

（８）所管部の今後の方針　　　継続 ・ 見直し継続 ・ その他（　　　　）

※事業費増額には資材、労務単価上昇による額を含む （理由）

④事業期間の変更理由及び進捗予定

⑤今後の事業執行における留意点

○別表-進捗率（事業費ベース）　

算出方法：【上段】現計画の計画事業費／総事業費×100　【中段】現計画の実績事業費／総事業費×100　【下段】変更計画の計画事業費／総事業費×100 単位：%

年度 *H25 H26 H27 H２８ H２９ H30 R1 R2 *R4 R5 R6 R9 R１０ R１1 R1２ R1３

計画 2.9 4.8 11.1 22.3 41 54.5 70.1 85.4 100.0

実績 4.3 7.1 7.7 8.2 9.1 9.4 10.5 11.4 13.9

8.0 14.8 30.1 61.6 74.4 87.2 94.9 100.0

*事業着手年度又は評価年度

*R４年度の実績は見込み

合　計

用地の早期取得を目指すとともに、事業の整備効果を発現させるため、工事の早期
着工を目指す。

計画による一部地権者の同意に不測の日数を要したため期間が延長となった。ま
た、地質調査の結果により支持地盤層が変更となり、擁壁工、橋梁基礎工の変更と
取付道路の延長変更による事業費の増加となった。

計画による一部地権者の同意に不測の日数を要したため期間の延長となった。今年
度の地元説明にて計画の了解が得られたため、引き続き用地取得を実施し事業が進
捗するよう努め、令和１３年度の完成を予定している。

変更理由事業費増減変更工種等

法面構造の
変更

擁壁工

橋梁工

６６０百万円

１１０百万円 増

２５０百万円

３００百万円 増

増

（４）事業進捗状況及び見込み

地質調査の結果、擁壁工基礎
構造の変更と盛土材を流用か
ら購入にしたことによる増額

地質調査の結果、脆弱な地質層厚
が想定と異なっていたことにより
法面対策工の構造を変更したこと
による増額。

地質調査の結果、橋脚基礎工
天端高さを変更した結果によ
る増額

一部地権者の同意に不測の日数を要したが、地元説明にて了解が得られたことか
ら、今後も引き続き事業進捗を図るべく、早期用地取得に努め、整備効果が発現
できるよう、変更計画に基づき令和13年度の完成を予定している。

53.2

現
95.7

11.7

変更計画 43.6

R7 R8R3



３.添付資料シート（１）
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今回事業再評価箇所
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３.添付資料シート（２）

① バイパス橋梁区間 ② 幅員が狭く、乗用車１台分が通れる幅員しかない

③ 幅員が狭く、乗用車１台分が通れる幅員しかない ④ 幅員が狭く、乗用車１台分が通れる幅員しかない



３.添付資料シート（３）

2750 2750

1000 750 5500 750 1000

7000

1500

1:1.2

1.500% 1.500%

1:
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8

1:
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8

575.439

2750 2750

1000 750 5500 750 1000

7000

1500

1:1.2

1.500% 1.500%

1:
0.
8

575.439

事業費増の理由 法面構造物の変更

当 初

変 更

法面対策工

法枠吹付工 + 鉄筋挿入工

法面対策工

アンカー工

【変更】

・地質調査の結果、脆弱な地質層厚が想定と異なっていたことにより地形改変しないよう法面対策工

の構造を変更。

Ｃ＝３００百万円増



３.添付資料シート（４）

L=4.50m(SS400)

1:
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支間長 40000

桁長 86400

橋長 87000

300
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700支間長 45000
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4000
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60
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.3
0+7
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00

A1 A2

NO
.2
6+0

.0
00

P1

県道

市道

県道

崖錐堆積物

【変更】

・地質調査の結果、支持地盤線の位置が変更となり、擁壁工の基礎構造を変更

・地質調査の結果、補強土壁の盛土材として現場発生土を流用としていたが、盛土材

として適さない土質であったため、盛土材を購入土に変更

また、残土運搬、処理費が増工

Ｃ＝２５０百万円増

事業費増の理由 擁壁工の変更 【当初】 【変更】

事業費増の理由 橋梁基礎工の変更

1:
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1
:
0
.
0

1:0.6

1:0.5

L=4.00m(SS400)

1:0.3

【変更】

地質調査の結果、支持地盤線の位置が変更となり、橋脚高さ及び基礎工を変更

Ｃ＝１１０百万円増

推定支持地盤線

調査後の支持地盤線

21
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0
23

00
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凡 例

青線 推定支持地盤線

赤線 調査後の支持地盤

2750 2750

1000 750 5500 750 1000

7000

1:
0.
6

2
00
0

3
58
0

8
9
6

1
0
1
10
0

5
5
86

4
4
76

露　岩

1.500% 1.500%

573.787 573.839

573.787

崖錐堆積

粘板岩崖錐堆積物
1:
0.
3

1
:
0.
0 1:0.6

L=4.50m(SS400)

1:0.5

1:
0.
3

L=4.00m(SS400)

1:0.3

崖錐堆積物

崖錐堆積物

粘板岩

調査後の支持地盤線

推定支持地盤線

深礎杭Φ６０００

Ｌ＝６．５０ｍ

布基礎
重力式基礎

購入土（RC‐40）流用土（現場発生土）



年度 事業概要 進捗率

（千円） （％）

H25 調査設計 2.5

H26 調査設計 4.1

H27 用地補償 4.4

H28 用地補償 4.7

H29 用地補償 5.3

H30 用地補償 5.4

R1 用地補償 6.1

R2 用地補償 6.6

R3 用地補償 6.8

R4 用地補償、水文調査 8.0

R5 用地補償、水文調査 14.8

R6 用地補償、道路改良、水文調査 30.1

R7 用地補償、道路改良 43.6

R8 道路改良、橋梁工 53.2

R9 道路改良 61.6

R10 道路改良、橋梁工 74.4

R11 道路改良、橋梁工 87.2

R12 道路改良 94.9

R13 道路改良、道路台帳整備 100.0

合計

8,000

変更事業費

38,890

25,170

5,000

5,000

10,086

8,000

2,470

20,000

105,000

4.年度別事業費内訳表（変更計画の内容）

1,560,000

120,000

79,680

240,000

210,000

150,000

130,000

200,000

200,000

2,704




